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地質時代 № 分   類 名   称 所在地 

新生代 

（新第三紀） 

（中新世） 

26 五日市町層群 地層の不整合 網代地区 

27 五日市町層群 パレオパラドキシア産地 留原地区（秋川半助淵） 

新生代 

（新第三紀） 

（鮮新世） 

28 上総層 ゾウ化石産地 網代地区（御前石） 

29 上総層と悪地地形 六枚屏風岩 引田地区 

30 上総層の露頭 砂礫層 
菅生地区 

（草花丘陵満地峠） 

新生代 

（第四紀） 

31 五日市湖成層 大杉化石と水平な地層 高尾地区（宮の入沢） 

32 五日市湖成層 テフラ模式地 
三内地区 

（小机まいまい坂） 

33 
五日市湖成層・五日市

町層群 
天王沢周辺 留原地区 

34 河成段丘 段丘地形 
雨間地区・野辺地区 

（秋留台地） 

35 ローム層と段丘の景観 小峰公園・前山 小峰台地区 

36 台地と盆地の景観 高尾山 高尾地区 

37 活断層 地形のずれ 横沢地区 

38 遺跡等 加茂原 乙津地区 

39 遺跡等 縄文の道 五日市地区（金比羅尾根） 

40 遺跡等 前田耕地遺跡 野辺地区 

41 遺跡等 
西秋留石器時代住居跡

（清水遺跡） 
牛沼地区 

 

42 湧水 白滝神社 上代継地区 

43 湧水 湧水群 小川地区 

44 湧水 湧水群 原小宮地区 

45 湧水 二宮神社のお池 二宮地区 

46 氷河期の遺存種 ツガ林 雨間地区（雨武主神社） 

47 多様な生態系 大杉 養沢地区（五柱神社） 

48 多様な生態系 水生昆虫 養沢地区（養沢川） 

49 アルカリ温泉 秋川渓谷瀬音の湯 乙津地区 

50 特産品 のらぼう菜 旧五日市町地区 

51 特産品 トウモロコシ 旧秋川市地区 

52 歴史・文化 
五日市憲法草案・深沢家

屋敷跡 
深沢地区 

53 拠点施設 五日市郷土館 小中野地区 

54 拠点施設 二宮考古館 二宮地区 
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秋川とポットホール 

 

 

 

 

宮の入沢の大杉化石 

 

 

 

 

秋川渓谷瀬音の湯（足湯） 

 

 

 

 

五柱神社の大杉 

 

 

 

 

城山 

 

 

 

 

五日市-川上構造線の断層 

 

 

 

 

伊奈石の五輪塔 

 

 

 

 

 

 

五日市郷土館 

 

 

 

 

野良坊菜之碑 

 

 

 

 

高尾地区の河原（地層の逆転） 

 

 

 

 

 

白滝神社の湧水 

 

 

 

 

 

宮の入沢の露頭 
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②五日市湖成層の分布 

五日市湖成層の分布を明らかにするため、五日市盆地の周縁部の沢沿いを中心にくま

なく踏査した。以前と比べると河川沿いの護岸工事が進んでおり、以前観察された露頭

（地層等が露出している場所）が失われている場所も多かった。 

湖沼性を示す地層としてある程度の厚さを持つのは、秋川の北岸では小机～樽～開光

院の谷沿い、南岸では天王沢～宮の入沢周辺部である。五日市盆地の西側や深沢地区、

養沢地区、戸倉地区（盆堀川流域）では、小さな谷に局所的に確認されるのみで、例外

的に乙津地区の小宮ふるさと自然体験学校（旧小宮小学校）の裏でやや厚い層が確認さ

れた。 

五日市湖成層の主要な部分は、五日市盆地の周縁部、標高 180～226ｍに分布する

ことが判明した。湖沼性の堆積物が確認された小宮地区、戸倉地区などの上流部では、

標高 240～268ｍに分布している。上流部も含めて、これらの地層を五日市湖の形成

による同一の堆積面と考えることは、その標高差や河床勾配（河床高度は十里木 210ｍ、

高尾 160ｍ）から考えて、困難な面がある。 

 

№ 地区 確認か所 標高（ｍ）

1 三内 三内神社付近 210

2 三内（小机） まいまい坂・上 198

3 三内（小机） まいまい坂・下 183

4 三内（小机） 三内川支流 190

5 五日市 開光院 218

6 小和田 広徳寺付近 240

7 小和田・留原 一の沢 216

8 留原 留原消防用道路 190

9 留原・高尾 天王沢Ｊ１ 201

10 留原・高尾 天王沢Ｊ２ 260

11 高尾 天王沢Ａ 209

12 高尾 天王沢Ｂ 206

13 高尾 天王沢Ｃ 202

14 高尾 天王沢Ｇ 211

15 高尾 天王沢Ｈ 213

16 高尾 大平橋付近 198

17 高尾 天王橋下流 187

18 高尾 宮の入沢Ａ 194

19 高尾 宮の入沢Ｂ 194

20 入野 徳蔵寺下 195

21 入野 樽沢Ａ 213

22 入野 樽沢Ｂ 217

23 入野 樽沢Ｃ 219

24 入野 樽沢Ｄ 226

25 深沢 三内川・滝付近 205

戸倉 逆沢Ａ

戸倉 逆沢Ｂ

戸倉 逆沢Ｃ

27 戸倉 滝坂沢 238

28 戸倉 神明社付近 240～243

乙津（軍道） 井戸の沢Ⅰ

乙津（軍道） 井戸の沢Ⅱ

湖沼性堆積物確認か所

26

29 243～247

196～204



Ⅲ　あきる野市の地質・地形



 
 

12 

 
 

 

標高（ｍ）
226.0

角レキ

225.5
黒色泥層

225.0

泥層

221.5

221.0

亜円レキ

220.5

220.0

219.5
  上部Ｓへ移行
角レキ　5～15cm
  チャートS,S

219.0

レキ　青褐色　
218.5 高師小僧

含むシルト

黒色泥炭層

218.0

217.5

亜角レキ　5～20cm

217.0
境界　赤褐色

216.5

216.0

泥層　灰色　
高師小僧多い

215.5
10～15cmのレキはさむ　
　　 ラミナあり

215.0

泥　黒色

213.5

黒色泥
213.0 ～シルト

ｷﾗｷﾗして
いる

212.5

Ｃ

黒色泥炭層　★

Ｄ

Ｂ

Ａ

◇五日市湖成層の柱状図（秋川北岸） 

 

  

樽 沢

★ 



Ⅲ　あきる野市の地質・地形



 
 

14 

 
 

 

◇五日市湖成層の柱状図（秋川南岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮 の 入 沢 B

天 王 沢 B

標高（ｍ） (cm)

100 角レキ層　5～6cm

30 泥　層　　黄土色　　上部砂っぽい

110 泥　層　焦げ茶色　　上部高師小僧散在

50 泥　層　暗灰色　　砂から泥

30 レキ層　灰褐色　1～5cm

50

角レキ　暗灰色　最大10cm

　青灰色　下から交互に　泥、レキ、砂、泥
　　木片含む

206.0

205.5 20

208.0

207.5

207.0 20 レキ層　青緑色

206.5

210.0

209.5

209.0

25 ローム層　鉄褐色　ラミナ発達
208.5

標高（ｍ） (cm)

崖　錐

レキ層　角で丸含む　最大10cm　第三紀主体　
砂岩は古い

15 泥　暗灰色　木片含む
10 角レキ

細かい砂礫層　1cm　茶褐色　上部10～15cm角レキ3cm

15 木片含む暗灰色の泥
40 15 レキ層

10 木片含む暗灰色の泥

レキ層　角レキ7cmは砂岩、泥岩　　ラミナあり
50

泥とレキの互層

30 砂礫まじりの青灰色の泥　　砂がパッチ状に入る

100 砂礫層　最大7cm　　亜角レキ30cmの巨レキあり
　　　　　　レキは湖成層の砂岩　第三紀にしては硬い

25 暗灰色の泥　　巨埋木あり（神代杉）　★

30 第三紀泥岩　角レキ下部5cm白色砂礫　上部1cm灰褐色　

暗灰色の泥　　木片含む

82
15 青色のレキ

30

15 泥　植物片含む
5 角レキ　第三紀　泥岩　最大7cm　周りから落ちてきた物

20 第三紀　角レキ混じり粘土

194.0

193.5

193.0

192.5

192.0

191.5

196.0

195.5

40

195.0

194.5

★ 

★ 

天 王 沢 A

天 王 沢 C

標高（ｍ） (cm)

45 　　　砂とレキの交互

角レキ　第三紀　5～15cm

35 泥炭層　下部高師小僧　★

8 レキ　レンズ状

35 泥　層　茶褐色　木片含む

泥　層

20

15

202.0

203.0

202.5

203.5

明瞭な境

レキ層　茶褐色　ラミナあり

標高（ｍ） (cm)

レキ層

小指大のレキまじり　茶褐色　
砂をレンズ状にはさむ

25 砂　層　　灰褐色　　上部泥がち

2 パミス　波打っている
20 泥　層　　暗灰色　木片、高師小僧含む　

砂礫層　　青灰色

206.0 50

205.0

205.5

20 砂泥層　レキまじり　パミスまじり　木片含む　　上部泥　

206.5
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④五日市湖成層の特徴 

五日市湖成層は、ほぼ水平に堆積しており、主体は

新第三紀の基盤由来の細角礫を主とする礫層と暗灰色

の泥層が交互に堆積し、一部泥炭を含んでいる。全体

的には暗褐色～茶褐色であり、局所的に暗青色層を挟

んでいる。また泥層部には多数の木片や植物片を含ん

でおり、渓流沿いの露頭では、アシなどの植物の茎を

とりまいてできた褐鉄鉱の固まりである高師小僧や巨

埋木も見られる。角礫層の層厚は横への変化が大きく、

泥層と礫層が指を組ませたように入り組んだ関係（指

交関係）にある。単層は比較的均質で、肉眼で識別す

ることが可能な最小の層構造であるラミナは、ごく一

部砂層に見られた。安定的な湖成層に見られるリズミ

カルなラミナや細かな縞模様（湖沼年縞）は観察され

なかった。上部は、礫層からローム層に移行している。

段丘部分では、段丘礫層に覆われている。 

五日市湖成層は、およそ標高 180～226ｍに分布しており、その最下部は、盆地北

岸を流れる三内川沿いの小机地区にあり、五日市盆地の基盤である五日市町層群を直接

覆っている。最下部は斜面堆積物が基盤の傾斜に沿って堆積するのが観察される。盆地

北側である樽沢や開光院沿いにも五日市湖成層が分布しているが、これらの標高は高く、

谷に沿って発達している。これらは沼沢地としての堆積物の可能性がある。 

有力な鍵層になる火山の噴火によってもたらされた白色テフラは、基盤に近い小机地

区で 3 層確認され、その噴火年代により、堆積時期の下限年代が推定された（後述）。 

過去の論文に記載されている南岸の天王沢流域の白色テフラは、残念ながら露頭が確

認できなかった。また、二次堆積と思われる玄武岩質のスコリア層を確認したが、地層

が堆積した年代を推定することは困難であった。さらに、本層を覆うローム層の分析を

試みたが、東京パミスなどの有力な鍵層は確認できなかった。 

⑤テフラの確認と五日市湖成層の年代 

今回の調査過程で、小机地区において時代が特定できるテフラを２枚確認するととも

に、1 枚のテフラの年代を推定した。その模式露頭のスケッチと写真は次頁のとおりで

ある。 

これらのテフラの地層が堆積した時代区分の決定を試みたところ、現段階においては、

最下部のテフラは御岳第一テフラ（On-Pm1）（10 万年前）、その１ｍ上位の白色テフ

ラは御岳-伊那テフラ（On-In）（9.3 万年前）と推定される。このことから、五日市湖

成層の堆積の始まりは約 10 万年前となる。他のテフラについては、その特徴や位置か

ら推定を行ったが、今後、詳細な分析が必要である。 

また南岸や北岸に見られる沢沿いの五日市湖成層は、上部を崖錐や段丘礫層、ローム

に覆われているが、南岸の小峰公園に見られる層厚 1.5ｍほどのローム層下部からは姶

高師小僧（天王沢） 

湖沼性の堆積物（天王沢） 



On-In

                                  K-Tz?

                                  On-Pm1
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今回の調査で模式地としたまいまい坂で見られるテフラの写真と特徴は、次のとおり

である。これらの組み合わせは、神奈川県の相模川流域でも確認されており、相模原市

葛原周辺に分布する葛原層との比較検討から推定したものである。 
 

◇時代が特定されたテフラ  

御岳-伊那テフラ（On-In） ※東京で初確認の可能性がある。 

年 代 9.29±0.63 万年前 

 

噴出源 木曽御岳山 

特 徴 白色粗粒の軽石層、層厚 2～8cm で、

横への変化が激しい。発泡した粟粒

状。化学組成は、鹿島灘沖の海底コア

で見いだされた On-In と一致してい

る。 

   
御岳第一テフラ（On-Pm1）  

年 代 9.57±0.53 万年前 

 

噴出源 木曽御岳山 

特 徴 白色粗粒の軽石層 

層厚約 46cm、ほぼ水平に堆積。 

下部 23cm は粗粒の均一な軽石から

なり、上半部は細粒で泥混じりにな

る。 

   
◇存在が推定されるテフラ  

層準から考えて対比される可能性が高いが、詳細な比較検討が必要である。露頭では 2 層準に

も見える。 

鬼界葛原テフラ（K-Tz）  

年 代 約 9.5 万年前 

 

噴出源 鬼界カルデラ（九州） 

特 徴 灰白色の火山灰層、細粒で火山ガラス

に富む。御岳第一テフラの直上で、茶

褐色粘土層の中に最大 1cm 程度で断

続する。 
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２回目の調査は、秋川南岸の１地点（天王沢Ｇ）、北岸の１地点（樽沢Ｃ）の２試料の

分析を行った。 

天王沢 G に最も多く含まれていた樹木花粉はトウヒ属であり、37%の産出率であっ

た。次いでハンノキ属が 16%の産出率であり、その他ではモミ属やツガ属、マツ属単

維管束亜属などの針葉樹やクマシデ属-アサダ属、カバノキ属、コナラ属コナラ亜属、ニ

レ属-ケヤキ属、カエデ属などの落葉広葉樹が数%産出した。草本花粉ではカヤツリグサ

科が最も多く、13%の産出率であり、次いでイネ科とキク亜科が 4%の産出率である。 

樽沢 C の樹木花粉では、ハンノキ属が最も多く、50%の産出率であり、次いでコナ

ラ属コナラ亜属が多く産出しており、16%である。その他ではトウヒ属やマツ属単維管

束亜属などの針葉樹や、カバノキ属やニレ属-ケヤキ属、カエデ属などの落葉広葉樹が

数%で産出した。草本花粉の産出割合は少ないが、イネ科やカヤツリグサ科、キク亜科

が数%で産出した。 
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な状態であった。 

調査の結果、自然木 2 点はいずれもスギであった。そのため、この 2 点の自然木は同

一個体である可能性が高いと考えられる。採取したスギの 2方向からの断面写真を次に

示す。 

  

接線断面 横断面 

 

◇珪藻分析 

樽沢 C、天王沢 C、宮の入沢 A の３地点の珪藻分析を行った。 

No. 採取名称 堆積物の色調 堆積物の性情 時  期 

1 樽沢 C 黒色 木材混じり泥炭 
7 万年前以降 

2 天王沢 C 黒色 泥炭 

3 宮の入沢 A 黒褐色 有機質粘土 11～7 万年前 

    

この 3 試料から検出された珪藻化石は、淡水種 84 分類群 25 属 66 種 5 変種で  

あった。 

 

 

 

堆積物中の珪藻化石の分布状況 
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これらの結果から得られた古環境と堆積年代の推論は、次のとおりである。堆積年代

については、最終間氷期以降の古植生変遷を考慮したが、不明な点も多く、より詳細な

調査が必要となる。 

 

（３）湧水と段丘 

市内に存在する特徴的な湧水について、その概要を確認するため、湧水調査を実施し

た。 

①秋留台地の湧水 

◇秋留台地の概要 

西端の伊奈丘陵南麓から東端の二宮神社まで、東西約 7.5km、南北約 2.5km である。

西端標高 186m、東端標高 138m、勾配 6.4/1,000 である。 

 

◇秋留台地の地質構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇秋留台地の段丘構成 

段丘は 8段 9 面あり、上位から 1．秋留原面 ２．新井面 ３．横吹面 ４．野辺面 

５．小川面 ６．寺坂面 ７．牛沼面 ８．南郷面 ９．屋城面 と区分されている。 

 

◇湧水のしくみ 

秋留台地には年間約 1,500mm の降水量があり、そのうち約半分は地下に浸透する。

サンプル 古環境 堆積年代 

①宮の入沢 A、B 

（192.7m 暗灰色泥層） 

スギ属が優占 降水量が多い 

湿潤な環境 

珪藻→沼沢湿地・河川環境 

最終間氷期後半 

（11～7 万年前） 

②天王沢 C 

（202.5m 泥炭層） 

トウヒ属、ツガ属、モミ属、マツ属 

寒冷乾燥化 

珪藻→ジメジメした陸域伴う沼沢湿地 

最終氷期の古い方の寒冷期 

（7～5 万年前） 

③天王沢 G 

（211.0m 黒色泥層） 

トウヒ属、ツガ属、モミ属、マツ属 

落葉広葉樹・ハンノキ林 

最終氷期の古い方の寒冷期 

（7～5 万年前） 

④樽沢 C 

（218.8m 黒色泥炭層） 

ハンノキ属、ヤナギ属、トネリコ属 

落葉広葉樹花粉微増（湿地林周辺） 

相対的に温暖化 

珪藻→ジメジメした陸域伴う沼沢湿地 

（14C 年代：48770±520 年） 

（5～3 万年前） 

  V  V  V
表　　土 約30cmの火山性黒土や氾濫性土壌

約8m　関東山地からの堆積層

60～150cm 100～300万年前の河成～海成層
（大荷田層・加住層）

上総層

立川ﾛｰﾑ層 0.5～2m　約3万年前からの富士山起源の火山灰

段丘礫層
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湧水調査地区 ② 

 調査日 平成 23年 7 月 2 日 

 調査地 雨間地区～折立地区（11か所） 

 

 

秋留台地周辺湧水調査 

 

 

 

 

調査番号 調査日 地　区 名　　　称 標　高 流　量 河岸段丘面 立地環境

1 2011.06.11 山　田 山田八幡神社裏 150 小 牛沼面下 崖地

2 2011.06.11 山　田 元山田釣堀敷地内隣接崖 152 中 牛沼面下 崖地

3 2011.06.11 引　田 真照寺 139 極小 小川面下 傾斜地

4 2011.06.11 上代継 真城寺 138 中 小川面下 崖地

5 2011.06.11 上代継 白滝神社境内 145 大 秋留原面下 崖地

6 2011.06.11 牛　沼 秋川神明社から50m東の崖下 124 極小 牛沼面下 崖地

7 2011.06.11 牛　沼 石器時代住居跡群崖下 130 中 牛沼面下 崖地

8 2011.07.02 雨　間 雨間698（ｶﾒﾗのｷﾀﾑﾗの西） 133 中 野辺面下 道路下

9 2011.07.02 小　川 小川820交差点南西 116 中 小川面下 傾斜地

10 2011.07.02 小　川 小川湧水群 116 大 小川面下 傾斜地

11 2011.07.02 野　辺 八雲神社境内 127 大 野辺面下 平地

12 2011.07.02 二　宮 二宮神社のお池 126 大 秋留原面下 崖地

13 2011.07.02 平　沢 梨の木坂 125 中 小川面下 崖地

14 2011.07.02 平　沢 広済寺境内 127 中 小川面下 傾斜地

15 2011.07.02 平　沢 平沢617 123 小 秋留原面下 傾斜地

16 2011.07.02 平　沢 平沢滝の下 126 大 秋留原面下 崖地

17 2011.07.02 原小宮 草花公園 134 中 秋留原面下 傾斜地

18 2011.07.02 折　立 折立坂 130 小 草花丘陵 崖地

※流量はおよその目安である。
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～秋川流域から産出された化石～ 

秋川流域は化石の宝庫であり、これまで多くの化石が採集されている。この場を借り

て、その一部を紹介する。 

  

フズリナ 

ウミユリ 

六射サンゴ 

モノチス貝 

コンプトニア 

腕足貝 

ウニ 

クモヒトデ 

珪化木 
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3 普及活動 

市民を対象とした自然観察会を次のとおり実施した。 

 

（１）第 1回自然観察会～五日市湖と化石と河原の石を訪ねて～ 

・内容   ：高尾山からの展望により、五日市盆地の地形の確認。高尾地区丘陵地

での五日市湖のものと思われる地層観察。舘谷地区河原での石・化石

の観察。 

・実施日  ：平成 22年 3月 27日（土） 

・集合場所 ：武蔵五日市駅 

・コース  ：高尾地区の河原⇒高尾山⇒高尾公園⇒舘谷地区の河原 

・募集方法 ：市広報及びホームページ 

・対象者  ：市民 

・参加者  ：11名 

 

◇観察会で使用した資料のイメージ（抜粋）と観察会の様子 
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（２）第 2 回自然観察会～まぼろしの五日市湖と化石をたずねて～ 

・内容   ：五日市湖の地層観察、ローム層の観察と分析、河原での石・化石の観察 

・実施予定日：平成 23年 3 月 27 日（日） 

※ 東日本大震災の発生に伴い中止とした。 

 

（３）第 3 回自然観察会～まぼろしの五日市湖・地層・化石を探る～ 

・内容   ：前山公園からの展望による五日市盆地の地形の確認。紙芝居などによ

る五日市湖の成り立ちの説明。留原地区での地層（ローム層）の観察

とその分析。舘谷地区河原での石・化石の観察。 

・実施日   ：平成 23年 11 月 26 日（土） 

・集合場所 ：武蔵五日市駅 

・コース  ：小峰公園⇒前山公園⇒天王橋上流部⇒宮の入沢⇒高尾公園⇒舘谷地区

の河原 

・募集方法 ：市広報、ホームページ及びチラシ 

・対象者  ：市民 

・参加者  ：16名 

 

◇観察会で使用した資料のイメージ（抜粋）と観察会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ　あきる野市の地質・地形



 
 

34 

 
 

 

4 考察・課題 

本調査を通じて、あきる野の地質・地形について、さらにその魅力を知るとともに、

実態を解明することができた。このうち、特に重点を置いて取り組んだ五日市湖の解明

についてまとめるとともに、魅力あるあきる野の地質・地形をさらに普及させていくた

めの課題等を整理する。 

 

（１）五日市湖の解明 

本調査では、詳細なフィールドワークにより、五日市湖の存在を推定する鍵となる留

原層（五日市湖成層）の分布や地層の重なり方を明らかにすることができた。また、堆

積年代を決める鍵となるテフラを標高 190m 前後の五日市湖成層の最下部にみつける

ことができた。このことにより、その堆積年代が明確になったことは大きな成果であっ

た。 

今回の調査で明らかになった点と課題について、次にまとめる。 

①五日市湖成層の堆積年代 

これまで、五日市湖成層の堆積時期は数十万年前と言われてきたが、その始まりはお

よそ 10 万年前で、少なくとも 3 万年前には終わっていると考えられる。放射性年代の

測定地点の追加や、花粉分析による時代の対比などで、さらに時代を絞り込むことがで

きる可能性がある。 

②五日市湖の姿 

これまでの研究結果では、五日市盆地全体を覆う深さ数十ｍの湖が想定されていたが、

本調査における堆積構造や珪藻などの分析では、長期にわたる水深のある湖の存在を想

定するには、やや疑問が残る。ただし、少なくともある程度の広さを持った沼沢湿地が、

五日市盆地周辺に広がっていたことは間違いないと考えられる。また、盆地内部と周辺

部では、上部を覆う堆積物が異なっている。当時の姿を明確にするためには、さらに詳

細な古環境の分析が必要である。 

③五日市湖成層が堆積したメカニズム 

留原層と同時代の地層が、相模川流域などにも分布することから、この時代にこの周

辺地域では、湖沼性の地層が堆積する環境が広がっていたと推定される。12.5 万年  

前をピークとする最終間氷期から約 2 万年前の最終氷期に至る時代に、五日市盆地周辺

ではどんなメカニズムで五日市湖成層が堆積したのか、この期間に繰り返された小氷  

期は、この地域にどんな影響を与えたのか、これらの解明は、課題として残された。 

 

（２）地質・地形の普及活動における課題～秋川流域ジオパーク構想に向けて～ 

近年、ジオパークの動きが全国的な広がりを見せている。あきる野市を中心として、

秋川流域でのジオパーク構想に向けた取組も進められている。ジオを通じた地域活性 

化を図るためには、あきる野市の多様なジオの魅力をいろいろな工夫を加えて伝えてい

く必要がある。調査の過程で浮かび上がった課題を次のとおり整理した。 
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